
1887年（明治20年）に内子町で生まれる。1893年に町立内
子尋常小学校に入学。1900年に特待生で西条中学校に入
学。急性肺炎で卒業試験が受けられなかったが、学業優秀の
ため追加試験なしで卒業し、神戸高等商業学校に進む。1909
年に鈴木商店に入社すると、語学力が認められ３年後にロン
ドン支店に派遣。日本で初めての三国間貿易を行うなど、莫
大な利益をあげ、若干28歳でロンドン支店長に抜てきされ
た。1927年（昭和2年）に鈴木商店が破綻するが、翌年に日
商株式会社を立ち上げ、代表取締役に就任する。1961年に
は、高畑の寄付により内子中央公民館を建設。内子小学校
100周年を記念し、髙畑奨学資金を開設、愛媛ゴルフ倶楽部
のコースの監修をするなど、内子町に大きく貢献する。1975
年に内子町名誉町民となる。1978年（昭和53年）没。

Ｐｒｏｆｉｌｅ
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特 集 Special Feature

髙
畑
の
よ
う
に
生
き
よ
う

―
― 

ス
モ
ー
ル・ス
ロ
ウ・バ
ッ
ト・ス
テ
デ
ィ 

―
―

髙
畑
誠
一
の
特
別
企
画
展
で
明
か
さ
れ
た
彼
の
生
き
方
は
、
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
も
の
で
し
た
。「
ち
っ
ぽ
け
で
も
、

ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
。
堅
実
に
行
こ
う
」は
、
彼
が
設
立
し
た
日
商
株
会
社

の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
大
き
な
志
と
熱
い
情
熱
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
っ
か
り
と

自
分
の
夢
を
か
な
え
た
髙
畑
誠
一
―
―
。
こ
の
町
で
育
っ
た
偉
人
を
知
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
夢
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。



　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
13
人

の
生
徒
が
髙
畑
誠
一
の
研
究
を
し

ま
し
た
。
主
題
は「
知
ら
れ
ざ
る

髙
畑
誠
一
の
素
顔
」。
親
族
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
、
髙

畑
さ
ん
の
新
た
な
魅
力
や
事
実
を

掘
り
起
こ
そ
う
と
試
み
ま
し
た
。

　
強
気
の
交
渉
で「
皇
帝
を
商
人

に
し
た
よ
う
な
男
」と
い
わ
れ
た

髙
畑
さ
ん
で
す
が
、
親
族
の
話
や

手
紙
か
ら
意
外
な
一
面
も
見
え
ま

し
た
。
分
家
の
さ
つ
ま
汁
や
親
族

と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

こ
と
や
姉
の
墓
参
り
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
こ
と
、
地
元
へ
の
貢
献
を

謙
遜
し
て
い
る
こ
と
な
ど
―
―
。

研
究
発
表
で「
律
儀
で
誠
実
な
性

格
が
、
商
売
相
手
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
必
要
だ
っ
た
」と
結
論
づ

け
た
生
徒
た
ち
。
今
回
の
調
査
で

知
っ
た
髙
畑
さ
ん
の
人
間
性
を
模

範
に
し
、
学
校
生
活
や
人
生
で
実

践
し
て
ほ
し
い
で
す
。

1_「髙畑誠一の研究班」の皆さん　2_内子座で開かれた
シンポジウムで成果を発表　3_聞き取り調査をする生徒

知
ら
れ
ざ
る
髙
畑
誠
一
の
素
顔
を
追
っ
て

内
子
高
等
学
校
　
教
諭

　
吉
田
　
亮り

ょ
う
い
ち一

さ
ん

髙畑さんは配船の無駄をなくす三国間貿易や、日本
で初めての鉄道輸出、ボーイング機の代理店契約な
ど、常に時代の先を行き、陸・海・空を制したとい
われています。調査では、髙畑さんの郷土愛の強さ
を知り、感動しました。新しい挑戦を続けることや
感謝の気持ちを持つことなど、すごい人が大切にし
ていることを学ぶことができてよかったです。

陸・海・空を制した男は
ふるさとを大切にする男

好きなことを突き詰めて
日本ゴルフ界にも貢献

髙畑は昭和31年、ボーイング社との代理店契
約を締結。39年にボーイング727型機を初め
て国内の航空会社に納入した。船舶や鉄道
なども扱い、日本の貿易界をけん引した。

健康づくりと情報収集のため、ロンドンでゴ
ルフを始めた髙畑。日本で初めてのルール
ブックを作ったことやクラブのヘッドカバー
を考案したことなどが有名で、その功績から

「日本ゴルフ界の祖」ともいわれている。
【写真】髙畑が愛媛ゴルフ倶楽部に寄贈した
クラブ（左）と髙畑のゴルフ関係の著書

感動！／
／

城戸　優
ゆ う す け

輔さん（内子高２年）

調査では髙畑さんの凝り性な面が見えました。ゴル
フもその一つです。休みを使って磨いた技術もすご
いですが、愛媛ゴルフ倶楽部のコースを監修するな
ど、好きなことでも日本や内子町に貢献しています。
好きな気持ちにブレーキを掛けないことも大切だと
思いました。僕も受験勉強をしながら、バスケット
ボール部の活動を全力で続けたいです。

辰本　澪
れ い や

耶さん（内子高２年）１

２３

日本初
／

／
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髙
畑
誠
一
の
功
績
を
顕
彰
す
る
企
画
展「
髙
畑
誠
一
の
軌
跡
を
辿
る
―
皇
帝
と
呼

ば
れ
た
男
―
」と
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
昨
年
11
月
に
開
催
。
神
戸
大
学
や
西
条
高

校
、
双
日
㈱
の
協
力
で
多
く
の
史
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
彼
の
生
涯
を
辿
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
名
前
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
ん
な
人
？
」と
い
う
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
企
画
展
に
来
た
人
は
一
様
に
、
彼
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
の
大
き
さ
に
驚
き
ま

す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
髙
畑
に
つ
い
て
調
べ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
発
表
し
た
高
校
生
に
、
そ
の
功
績
の
一
部
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

神戸高等商業学校時代の髙畑の卒業論
文。古代以来の日本の商業政策をまとめて
いる他、商工立国主義や帝国主義など、日
本の行く末を見据え、幅広く論じている。

卒業論文の分厚さに驚きました。上巻で十分なとこ
ろを下巻まで書いたそうです。すでに商工立国を訴
える内容で、後の活躍の原点だと思います。知識だ
けでなく行動力もあったことが、髙畑さんが皇

カイザー

帝と
呼ばれるゆえん。僕は内子高校の生徒会長なので、
少しでも近づけるように頑張って、内子高校の皇

カイザー

帝
と呼ばれるような学力と行動力を培いたいです。

1,146ページの卒業論文
「大日本主義論」上・下巻

20代でロンドン支店長、
鈴木商店を世界一の商社に

髙
畑
誠
一
の
コ
コ
が
す
ご
い

鈴木商店の貿易年商は三井物産を抜い
て日本一になったが、昭和２年に破綻。
再起をかけた髙畑は日商を設立し、10年
で大阪に自社ビルを落成するまでに発展した。

／ 

高
校
生
に
聞
き
ま
し
た／

大石　将
ま さ や

弥さん（内子高２年）

びっくり／
／

語学力を買われて、20代で鈴木商店のロンドン支店
長になった髙畑さん。ロンドンでは学生時代以上に
勉強して、鈴木商店を世界一の商社に押し上げまし
た。鈴木商社が破綻した後も、日商株式会社を設立
し、代表取締役に就任しました。僕は今年、受験生
になるので、髙畑さんの常に学ぶ姿勢を見習いたい
です。特に英語が苦手なので、頑張ります。

中村　琉
りゅうせい

星さん（内子高２年）

すごい／
／

内
子
小
学
校
に
建
て
ら
れ
た

◀

　髙
畑
誠
一
さ
ん
の
胸
像

鈴
木
商
店
本
店
の
写
真
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内子を発展させた製蝋業。市街地には蝋
の晒し場が広がっていた（写真は大洲市）

信治郎の手紙。パリで内子町民３人が会
う内容で、世界との距離の近さを感じる

大正５年の内子座のこけら落とし。娯楽
の殿堂は町の潤いの象徴でもあった

　
髙
畑
誠
一
が
生
ま
れ
た
明
治
20
年

代
は
、
内
子
の
製
蝋
業
の
最
盛
期
に

あ
た
り
ま
す
。
町
は
に
ぎ
わ
い
、
そ

の
様
子
は「
車
馬
の
往
来
織
る
が
ご

と
し
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
町
を
潤
し
た
富
は
教
育
や
娯
楽
な

ど
に
つ
ぎ
込
ま
れ
、
内
子
の
人
材
と

文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。
重
岡
信
治

郎
や
、
そ
の
叔
父
で
衆
議
院
議
員
の

重
岡
薫
五
郎
、
日
本
の
ビ
ー
ル
王
と

呼
ば
れ
た
高
橋
龍
太
郎
な
ど
、
海
外

で
学
ん
だ
人
材
が
多
く
、
幼
い
髙
畑

も
自
然
と
海
外
を
意
識
で
き
る
環
境

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
内
子
尚
武
会（
以
下
、尚
武
会
）

の
存
在
が
、
髙
畑
の
後
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
尚
武
会

の
活
動
の
根
底
に
は
、
信
治
郎
の

「
後
輩
に
自
分
の
よ
う
な
失
敗
を
さ

せ
な
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

信
治
郎
は
松
山
中
学
の
受
験
に
一

度
失
敗
。
誰
に
も
頼
ら
ず
準
備
不
足

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
輩
に
助
言
・

指
導
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
と
、
尚
武

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
を
中
心

と
し
た
交
流
は
長
年
続
き
、困
っ
た
と

き
に
助
け
合
う
仲
間
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
髙
畑
に
神
戸
高
等
商
業

学
校
へ
の
進
学
を
勧
め
た
の
も
、神
戸

に
住
む
内
子
出
身
の
医
者
で
し
た
。

　
小
さ
な
町
で
す
が
、
世
界
を
知
る

先
輩
た
ち
の
大
き
な
物
差
し
で
、
物

事
を
見
た
り
聞
い
た
り
で
き
た
の

は
、
大
き
な
こ
と
。
信
治
郎
の
よ
う

に
、
町
全
体
の
利
益
や
後
輩
た
ち
の

将
来
を
真
剣
に
考
え
る
人
々
が
い
た

こ
と
が
、
髙
畑
の
よ
う
な
人
物
を
育

て
る
素
地
に
な
っ
た
の
で
す
。

明治28年、後の海軍中将となる重岡信治郎が中心
となって組織した「内子尚武会」。この頃、県内でも
武道を習う尚武会はあったが、内子尚武会は学業・
運動など教育全般で、先輩が後輩を指導するという
全国でも珍しい自主的な研究組織だった。髙畑は松
山中学入学の予備教育のために少年部に所属。信
治郎の口調をまねて演説の練習をするなど、「人格
形成の面では内子尚武会の活動から大きな影響を
受けた」と語っている。

八日市・護国町並保存センター

学芸員　小野 翠
みどり

さん

Ｉｎｔｅｒｖｉｅ
ｗ
　
Ｏ
ｎ
ｏ
　
Ｍｉｄ

ｏｒｉ

町
の
潤
い
と
尚
武
会
が
、
世
界
と
髙
畑
を
つ
な
ぐ

人格形成に影響を与
えた先輩たちの指導 内子尚

し ょ う ぶ か い

武会

「内子尚武会」会員を撮影した写真（前列左から２番目が髙畑）
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製
蝋
業
で
潤
っ
た
明
治
期
の
内
子
町
。
そ

の
富
を
教
育
と
娯
楽
に
つ
ぎ
込
み
、
人
材
と

文
化
が
花
開
く
。
自
分
だ
け
で
な
く
町
全
体

に
利
益
を
、
今
だ
け
で
な
く
次
の
世
代
に
も

繁
栄
を
―
―
。
そ
ん
な
気
概
を
持
つ
内
子
町

民
が
、
髙
畑
誠
一
の
大
き
な
翼
を
育
ん
だ
。

小
さ
な
町
で
育
ん
だ
大
き
な
翼

髙畑は明治26年、町立内子尋常小学校へ入学し
た。校舎は明治12年に「化育小学校」として建て
られたもので、当時としては珍しいフランス風の
洋館だった。この学校に英語の上手な先生がい
て、髙畑は毎日のように先生宅に英語を習いに
通ったという。髙畑は後に、「小学校でこの先生
にめぐり会い、英語の基礎をたたき込まれたこと
が、ある意味で私の人生を決定付けたともいえ
る」 １ )と記している。（明治末、郵便局時代の写真）

１)　

語学力を育んだ髙畑誠一の母校

内子尋常小学校

《参考文献》
１）日本経済新聞社『私の履歴書／経済人15』、1988、82頁。
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　人
生
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
、

そ
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
思
考
で
は
、い
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
、壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
乗
り
越

え
て
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
を
、
た
く
さ

ん
見
て
き
ま
し
た
。
髙
畑
誠
一
も
順
風
満

帆
で
は
な
く
、第
一
希
望
の
か
な
わ
な
い
人

生
で
し
た
。
自
身
も「
チ
ャ
ン
ス
を
ラ
ッ
ク

に
す
る
た
め
に
は
努
力
も
必
要
」と
語
っ
て

い
る
と
お
り
、広
い
視
野
と
判
断
力
、そ
し

て
努
力
で
幸
運
を
つ
か
み
ま
し
た
。
プ
ラ

ス
思
考
で
常
に
前
を
向
く
こ
と
の
大
切
さ

を
、彼
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　内
子
小
学
校
で
は
５
年
生
の
道
徳
の
時

間
に
、髙
畑
誠
一
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。興

味
の
あ
る
こ
と
を
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
や

創
意
工
夫
の
大
切
さ
を
伝
え
る
内
容
で
す
。

現
代
は
、
髙
畑
が
生
き
た
時
代
よ
り
も
外

国
語
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
環
境
も
整
っ

て
い
ま
す
。学
校
や
地
域
で
、自
分
と
違
う

人
と
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
分
次
第
で
、
未
来
は
変
え
ら
れ
る
と
信

じ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
自
分
も
周
り

も
大
切
に
し
て
、
髙
畑
誠
一
の
よ
う
に
大

き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

内
子
小
学
校
校
長

　宮
瀨
弘こ

う
き
ち吉

さ
ん

◀髙畑誠一の胸像の前で
　児童と話す宮瀨校長
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髙畑に学ぶ夢のつかみ方

挫
折
か
ら
の
躍
進

　「
東
京
高
商
専
攻
部
へ
の
進
学

を
諦
め
、
鈴
木
商
店
へ
の
就
職
を

決
心
」。
こ
の
事
実
を
知
り
、
私

は
髙
畑
誠
一
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
東
京
高
商
専
攻
部
と
い
え

ば
、
商
業
学
分
野
に
お
け
る
日
本

最
上
級
の
高
等
教
育
機
関
で
、
卒

業
す
れ
ば「
学
士
」に
な
れ
ま
す
。

当
時
の
学
士
は
日
本
有
数
の
超

ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
で
す
。

　
内
子
町
の
両
親
は
、
息
子
の
進

学
を
何
と
か
実
現
さ
せ
よ
う
と
応

援
し
ま
し
た
。
し
か
し
髙
畑
は
そ

の
思
い
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
実
家

の
苦
し
い
経
済
事
情
を
冷
静
に
判

断
し
、
進
学
を
諦
め
て
鈴
木
商
店

へ
の
就
職
を
決
意
し
ま
し
た
。
髙

畑
に
と
っ
て
は
大
き
な
挫
折
で
し

た
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、

自
分
は
実
社
会
に
出
て
海
外
貿
易

に
従
事
す
る
の
だ
と
決
心
―
―
。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
自
ら
が
選
ん
だ

道
を
懸
命
に
走
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
が
鈴
木
商
店
で
世
界
的
な
活
躍

を
す
る
転
換
点
の
一
つ
に
な
っ
た

の
で
す
。

切
磋
琢
磨
し
た
仲
間

　
髙
畑
は
神
戸
高
等
商
業
学
校

（
以
下
、神
戸
高
商
。現
神
戸
大
学
）

に
入
学
し
た
当
初
か
ら
、
将
来
は

海
外
貿
易
に
従
事
す
る
と
い
う
明

確
な
目
標
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

神
戸
高
商
は
実
学
重
視
で
、
海
外

貿
易
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
掲
げ
た
学
校
。
で
き
た
ば
か
り

の
学
校
は
先
輩
後
輩
の
垣
根
が
な

く
、
伸
び
伸
び
と
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
で
、
生
徒
や
先
生
た
ち
の

や
る
気
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
学
生
仲
間
に
も
恵
ま
れ
ま
し

チャンスをラック（幸運）に――

た
。
例
え
ば
１
つ
上
の
先
輩
に

は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
初
代
社
長

に
な
る
豊
田
利
三
郎
、
同
級
生
に

は
出
光
興
産
を
創
業
す
る
出
光
佐

三
や
日
商
社
長
や
貿
易
庁
長
官
と

な
る
親
友
の
永
井
幸
太
郎
な
ど
、

優
秀
で
個
性
豊
か
な
学
生
た
ち

に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。「
ガ
リ

勉
タ
イ
プ
」と
自
称
す
る
髙
畑
に

と
っ
て
、
知
的
好
奇
心
が
旺
盛
な

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、
海
外
雄
飛

を
目
指
し
て
世
界
的
な
視
野
を
身

に
つ
け
た
こ
と
が
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
す
。

仲
間
と
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

　
髙
畑
は
神
戸
高
商
の
卒
業
論
文

で
、「
今
後
の
日
本
は
農
業
を
保

護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
へ

の
膨
張
的
発
展
に
よ
っ
て
商
工
立

国
を
目
指
す
べ
き
だ
」と
論
じ
ま

神戸大学大学文書史料室
室長補佐　野邑 理

り え こ

栄子さん

なぜ髙畑が皇
カイ ザ ー

帝と呼ばれるまでの人物に育ったのかが語られた、髙畑誠
一のシンポジウム。登壇者の中から、野邑さんと宮瀨さんに話を聞くと、
これからを生きる若者や子どもたちへの思いが伝わってきます。

し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
海

外
進
出
を
論
じ
る
前
に
、
日
本
国

内
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
分
析

し
て
い
た
こ
と
。
広
い
世
界
に
目

を
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は

「
自
分
の
足
元
の
こ
と
」
を
し
っ

か
り
と
知
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
内
子
町
の
よ
さ
や
強

み
を
語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

ぜ
ひ
、
髙
畑
誠
一
の
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
足
元
に
あ
る
魅
力
を
し
っ

か
り
見
つ
め
直
し
て
、
そ
し
て
世

界
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。
挫

折
に
負
け
な
い
強
い
気
持
ち
、
仲

間
や
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
思

い
、
こ
れ
が
髙
畑
誠
一
の
素
晴
ら

し
さ
で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
生
き
方

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

髙畑誠一シンポジウムの会場

髙畑誠一が通った神戸高商

2002年に神戸大学大学院総合人間科博
士後期課程修了、博士。現在は神戸大学
関係史料の調査・研究をしている。卒
業生である髙畑誠一の研究は、その一
環。著書に『陸軍幼年学校体制の研究―
エリート養成と軍事・教育・政治―』

Ｐｒｏｆｉｌｅ
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